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日
本
共
産
党
茨
城
県
委
員
会
は
11
月
25
日
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
市
町
村
議
員
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
た
要

望
を
政
府
、
各
省
庁
に
伝
え
実
現
を
求
め
ま
し
た
。
要
請
行
動
に
は
、
大
門
実
紀
史
・
紙
智
子
参
院

議
員
、
塩
川
鉄
也
衆
院
議
員
、
大
内
久
美
子
・
鈴
木
聡
両
県
議
、
江
尻
か
な
・
山
中
た
い
子
県
議
選

予
定
候
補
、
市
町
村
議
員
な
ど
45
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
主
な
要
望
と
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。

汚
染
水
問
題
解
決
の
た
め
、
日
本
と
世
界
の

も
て
る
人
的
・
物
的
資
源
を
こ
の
大
事
業
に
集
中

さ
せ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

東
海
第
２
原
発
の
廃
炉
に
つ
い
て
経
済
産
業

省
の
担
当
者
は
「
事
業
者
が
経
営
面
な
ど
で
判
断

す
る
問
題
」
と
回
答
。
大
内
県
議
は
「
施
設
が
老

朽
化
し
、
避
難
計
画
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
。
国

と
し
て
廃
炉
を
判
断
す
べ
き
」
と
迫
り
ま
し
た
。

ま
た
「
子
ど
も
被
災
者
支
援
法
」
の
対
象
地
域
に

少
な
く
と
も
「
特
措
法
」
指
定
の
市
町
村
を
対
象

地
域
に
指
定
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

１
９
９
９
年
に
臨
界
事
故
を
起
こ
し
た
Ｊ
Ｃ

Ｏ
が
新
た
に
放
射
性
廃
棄
物
焼
却
施
設
建
設
を
計

画
し
て
い
る
問
題
で
、
認
可
を
白
紙
に
戻
す
よ
う

要
求
。
環
境
省
の
担
当
者
は
「
計
画
は
放
射
性
物

質
の
管
理
基
準
な
ど
を
満
た
し
て
い
る
。
認
可
の

取
り
消
し
に
は
当
た
ら
な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
３
５
０
メ
ー
ト
ル
以
内
の
人
を
対
象
に
し
た

説
明
会
に
つ
い
て
担
当
者
は
「
３
５
０
メ
ー
ト
ル

に
限
定
す
る
法
的
根
拠
は
な
い
し
、
科
学
的
、
技

術
的
観
点
か
ら
考
え
て
も
い
か
が
な
も
の
か
」
と

答
え
ま
し
た
。

福
島
か
ら
の
避
難
者
の
要
望
、
損
害
の
全
面

賠
償
、
霞
ヶ
浦
の
汚
染
対
策
、
東
海
再
処
理
施

設
、
「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」
の
安
全
対

策
等
を
要
望
し
ま
し
た
。

江
尻
水
戸
市
議
は
、
防
災
無
線
（
戸
別
受
信

機
）
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
設
置
に
国
の
助
成
を
要

望
。
総
務
省
の
担
当
者
は
「
防
災
行
政
無
線
の
整

備
に
係
わ
る
財
政
措
置
を
実
施
し
て
い
る
。
防
災

無
線
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
設
置
や
デ
ジ
タ
ル
化
を
行

う
場
合
、
１
０
０
％
起
債
が
で
き
、
事
業
費
の
70

％
が
需
要
額
と
し
て
交
付
税
措
置
さ
れ
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。
制
度
の
活
用
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

鈴
木
聡
県
議
は
「
地
元
協
議
の
進
展
を
踏
ま

え
、
国
の
補
助
（
医
療
再
生
臨
時
交
付
金
）
の
期
限

の
延
長
」
を
要
望
。
医
政
局
指
導
課
の
担
当
者
は

「
期
限
延
長
は
可
能
。
県
は
手
続
き
を
は
じ
め
て
い

る
。
厚
労
省
と
し
て
も
延
長
に
つ
い
て
12
月
16
日

に
開
か
れ
る
有
識
者
会
議
に
諮
る
予
定
」
と
答
え
ま

し
た
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
大
、
国
保
税
の

引
き
下
げ
、
肺
炎
予
防
接
種
へ
国
補
助
の
拡
大
、
医

学
部
の
増
設
等
を
求
め
ま
し
た
。
国
保
７
・
５
・
２

割
軽
減
に
つ
い
て
、
単
身
世
帯
も
、
５
割
軽
減
の
適

用
を
要
望
。
担
当
者
は
、
「
単
身
者
も
２
６
年
４
月

か
ら
実
施
す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

親
族
の
援
助
が
保
護
受
給
の
要
件
で
あ
る
か
の

よ
う
に
書
い
た
書
類
を
送
り
つ
け
、
申
請
を
し
め
出

し
て
い
る
問
題
。
厚
生
労
働
省
は

11

月
８
日
、

「
扶
養
義
務
が
保
護
を
受
け
る
た
め
の
要
件
で
あ
る

と
誤
認
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
表
現
と
な
っ
て
い

た
」
と
認
め
、
「
可
及
的
速
や
か
に
改
善
を
図
る
」

よ
う
求
め
る
事
務
連
絡
を
出
し
ま
し
た
。
茨
城
県
内

の
市
町
村
に
徹
底
を
要
望
。
厚
労
省
社
会
・
援
護
局

の
担
当
者
は
、
「
至
急
徹
底
す
る
」
と
述
べ
ま
し

た
。生

活
保
護
費
削
減
中
止
、
生
活
保
護
担
当
者
に

警
察
官
Ｏ
Ｂ
採
用
奨
励
の
中
止
、
冬
季
加
算
の
増

額
、
エ
ア
コ
ン
の
電
気
代
と
し
て
夏
季
加
算
の
実
施

を
要
望
。
担
当
者
は
、
「
来
年
以
降
の
保
護
費
に
つ

い
て
物
価
の
変
動
も
考
慮
し
て
検
討
す
る
」
と
述
べ

ま
し
た
。

つ
く
ば
市
の
生
活
保
護
の
地
域
指
定
を
３
級
地

か
ら
２
級
地
に
引
き
上
げ
を
要
望
。
担
当
者
は
「
消

費
水
準
な
ど
で
決
め
て
き
た
が
、
昭
和
62
年
以
降

見
直
し
て
い
な
い
。
今
後
検
討
し
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

福
島
原
発
の
汚
染
水
対
策

東
海
第
二
原
発
は
廃
炉
に

防
災
無
線
・
ラ
ジ
オ
に

交
付
税
措
置

筑
西
・
下
妻
医
療
圏

「
中
核
病
院
」
建
設
で
前
進

生
活
保
護
制
度
の
改
善
を

（
裏
面
へ
つ
づ
く
）

政府に要請する日本共産党地方議員ら（１１月２５日・参院議員会館会議室）



「
安
心
こ
ど
も
基
金
（
健
や
か
こ
ど
も
基
金
）
」
の
拡
充
と
公

立
保
育
所
へ
の
適
用
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
（
学
童
保

育
）
の
充
実
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

障
害
者
施
設
職
員
の
賃
金
改
善
、
職
員
配
置
基
準
、
処
遇
改

善
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
モ
デ
ル
事
業
（
訪
問
医
療
）
の
拡
大
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
対
す
る
一
人
１
万
円
の
家
賃
補
助
を
、
自
立

し
て
ア
パ
ー
ト
で
暮
ら
す
人
に
も
広
げ
る
事
な
ど
を
要
望
。
障
害
福

祉
部
の
担
当
者
は
「改
善
に
努
め
た
い
。
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
モ
デ
ル
事
業

に
つ
い
て
は
、
一
般
制
度
化
す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

来
年
４
月
か
ら
の
後
期
高
齢
者
保
険
料
の
値
上
げ
中
止
、
滞

納
者
へ
短
期
保
険
証
発
行
の
中
止
を
要
望
。
収
入
に
よ
る
医
療

費
負
担
の
変
化
（
３
割
、
１
割
）
は
、
本
人
申
請
が
な
く
て
も

実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
担
当
者
は
「
検
討
し
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

年
金
削
減
の
中
止
、
低
年
金
の
底
上
げ
、
最
低
保
障
の
仕
組
み
の

ス
タ
ー
ト
、
受
給
資
格
を
10
年
に
短
縮
。
介
護
で
は
職
員
賃
金
引
き

上
げ
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
等
を
要
望
し
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
度
（
５
月
１
日
現
在
）
の
県
内
特
別
支
援
学
校

の
教
室
不
足
は
１
５
５
（
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
も
不
足
に
加
え
た

数
）
に
達
し
、
18
校
中
８
校
で
は
10
教
室
以
上
も
不
足
し
て
い

ま
す
。
山
中
た
い
子
前
県
議
は
「
つ
く
ば
支
援
学
校
で
は
、
つ

い
た
て
や
ロ
ッ
カ
ー
で
教
室
を
仕
切
っ
て
い
る
」
と
教
室
不
足

の
解
消
、
特
別
支
援
学
校
の
設
置
基
準
の
制
定
を
要
望
し
ま
し

た
。
文
科
省
の
担
当
者
は
、
「
教
室
不
足
に
は
可
能
な
限
り
予

算
化
を
は
か
る
。
設
置
基
準
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
が
あ
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。
特
別
支
援
学
校
の
教
員
増
員
、
学
校
耐
震
化

の
促
進
、
小
・
中
・
高
校
の
30
人
以
下
学
級
の
制
度
化
、
就
学

援
助
制
度
の
周
知
徹
底
、
高
校
授
業
料
無
償
化
へ
の
「
所
得
制

限
」
の
導
入
の
中
止
な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

県
内
12
市
町
村
が
、
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活

用
し
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
来

年
度
以
降
の
拡
充
を
要
望
。
国
土
交
通
省
の
担
当
者
は
「
来
年

以
降
、
拡
充
を
は
か
っ
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
度
の
生
活
水
の
給
水
実
績
は
１
０
２
万
６

千
㎥
／
日
最
大
で
、
既
存
の
市
町
村
水
源
と
安
定
水
利
権
の
合

計
は
１
１
３
万
９
千
㎥
／
日
最
大
で
あ
り
、
新
た
な
ダ
ム
開
発

の
中
止
を
要
望
し
ま
し
た
。
江
尻
水
戸
市
議
は
、
「
老
朽
管
更

新
事
業
に
対
す
る
厚
生
労
働
省
の
補
助
は
、
『
資
本
単
価
』
が

有
収
水
量
１
ト
ン
当
た
り
90
円
以
上
の
た
め
、
補
助
を
受
け
ら

れ
る
県
内
市
町
村
は
一
つ
も
な
い
」
と
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

利
根
川
取
手
中
央
タ
ウ
ン
地
先
の
堤
防
工
事
の
早
期
完
成
、

稲
戸
井
調
節
池
の
掘
削
工
事
の
中
止
、
相
野
谷
川
・
北
浦
川
・

西
浦
川
の
早
期
改
修
、
県
道
「
那
須
烏
山
御
前
山
線
」
の
下
小

瀬
・
那
須
地
区
の
洪
水
対
策
、
那
珂
川
無
堤
防
地
区(

水
戸
市
上

国
井
地
区
、
水
府
橋
下
流
地
区)

の
早
期
解
決
、
神
栖
市
海
岸
保

全
等
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
や
私
鉄
を
利
用
し
た
精
神
障
害
者
へ
の
補
助
制
度
、
Ｊ

Ｒ
取
手
駅
東
口
構
内
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の

設
置
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
東
京
駅
乗
り
入
れ
、
快
速
の
増
便
、
Ｊ

Ｒ
都
区
内
フ
リ
ー
き
っ
ぷ
の
復
活
等
を
要
望
し
ま
し
た
。

つ
く
ば
市
は
、
国
策
に
よ
っ
て
街
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
山

中
前
県
議
は
「
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
国
、
県
と
地
元

が
協
議
す
る
こ
と
」
を
要
望
。
財
務
省
の
担
当
者
は
「
ま
ち
づ

く
り
の
あ
り
方
に
つ
い
て
市
と
協
議
す
る
場
と
し
て
『
中
心
市

街
地
再
生
推
進
会
議
』
の
最
終
提
言
を
十
分
尊
重
す
る
。
市
と

十
分
調
整
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

航
空
自
衛
隊
の
観
閲
式
・
航
空
祭
の
中
止
、
夜
間
・
早
朝
訓

練
の
中
止
、
百
里
基
地
に
オ
ス
プ
レ
イ
を
配
備
し
な
い
こ
と
を
要

望
し
ま
し
た
。
ま
た
大
洗
町
で
「ガ
ル
パ
ン
」フ
ァ
ン
向
け
、
自
衛
隊
の

実
物
戦
車
の
展
示
が
行
わ
れ
た
事
に
関
し
、
今
後
中
止
す
る
よ
う
要

望
。
防
衛
省
の
担
当
者
は
「
町
か
ら
要
望
が
あ
り
、
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｒ
の

た
め
展
示
し
た
。
今
後
の
要
望
は
来
て
い
な
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

茨
城
県
取
手
市
の
故･

土
井
尚
義
さ
ん
は
、
６
５

年
前
の
１
９
４
８
年
８
月
ス
ト
ラ
イ
キ
を
お
こ
な

い
、
「
政
令
２
０
１
号
違
反
」
で
旧
国
鉄
札
幌
鉄
道

局
か
ら
懲
戒
免
職
処
分
を
受
け
ま
し
た
。

６
年
前
「
ど
ん
な
に
時
間
が
経
過
し
て
も
過
ち

は
た
だ
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
日
本
弁
護
士

会
連
合
会
に
人
権
救
済
を
申
し
立
て
ま
し
た
。
尚
義

さ
ん
亡
き
後
は
妻
の
道
子
さ
ん
が
運
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
日
弁
連
は
、
今
年
８
月
28
日
、

内
閣
総
理
大
臣
宛
に
「
同
処
分
は
、
…
…
政
令
２
０

１
号
を
根
拠
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
…
人
権
を

侵
害
し
た
違
法
な
処
分
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
。
当
時
我
が
国
が
連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部

（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
占
領
政
策
の
下
に
あ
り
、
同
司
令
部

の
指
令
に
よ
り
同
政
令
が
公
布
さ
れ
た
と
し
て
も
許

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
「
…
国
に
対
し
、
可
及
的

速
や
か
に
、
被
っ
た
被
害
の
回
復
の
た
め
、
謝
罪
と

名
誉
回
復
や
補
償
を
含
め
た
適
切
な
措
置
を
講
ず
る

よ
う
勧
告
す
る
」
と
通
知
し
ま
し
た
。

11
月
25
日
、
土
井
さ
ん
は
、
大
門
参
院
議
員
と

一
緒
に
、
内
閣
府
を
訪
問
。
安
倍
晋
三
総
理
大
臣
に

謝
罪
と
名
誉
回
復
や
補
償
を
求
め
ま
し
た
。
大
門
議

員
は
「
日
弁
連
の
勧
告
で
あ
り
、
し
っ
か
り
受
け
止

め
対
応
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望
。
対
応
し
た
佐
野
美

博
大
臣
官
房
総
務
課
調
査
役
は
「
日
弁
連
の
代
表
が

こ
ら
れ
勧
告
書
を
う
け
と
り
、
安
倍
首
相
に
渡
し
ま

し
た
。
今
回
の
こ
と
も
必
ず
安
倍
首
相
に
伝
え
ま

す
」
と
答
え
ま
し
た
。

保
育
、
障
が
い
者
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
年
金

特
別
支
援
学
校
の
教
室
不
足
解
消
、

30
人
学
級
実
現

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に
国
補
助
を

八
ッ
場
ダ
ム
、
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
の
中
止
、

老
朽
管
の
更
新
に
補
助
を

安
心
・安
全
な
ま
ち
づ
く
り

Ｊ
Ｒ
の
サ
ー
ビ
ス
改
善

つ
く
ば
市
公
務
員
宿
舎
の
早
急
な
廃
止
中
止
を

百
里
基
地
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反
対

安
倍
首
相
は
謝
罪
と
名
誉
回
復
、
補
償
を

政
令
２
０
１
号
事
件
で
土
井
さ
ん
ら
訴
え

大門参院議員と要請する土井道子さん（内閣府にて）


